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横浜山の会 2023 年 2 月号会報 第 707 号 

三浦アルプス：新年山行二子山 

◆日程 2023年 1月 15日 (日) 

◆メンバー L : ST(俊)、OT、GT、SD、HS、MD、ST 

 HY、SM、会員外 2名 

新年山行として三浦半島の山行を計画した、丹沢よりも近くて低山だが起伏に富んだルート

で面白い。8:00AM 逗子葉山駅に集合しバスに乗らず徒歩で登山口まで 30 分程、登山口は葉山

教会に続く急坂からスタートして、教会脇から登山道になり階段道がひたすら続く、スタート

から 30分かからず仙元山に到着する、江の島の眺めがとても良かった。木の根の登山道や草に

覆われた細道を小さなアップダウンを繰り返し 30分、小さな手製の標識があちこちに点在して、

地図と見比べながら更に 30分と進んでいく、天気も薄曇りで時折晴れ間も覗いている。乳頭山

まで行くと下山が遅くなるので二子山までをショートカットする事にした、観音塚を通過して、

次の次の分岐を二子山方面に進み森戸川流域の道迷いエリア直前を下降した、しかし登山道が

薄くなりコースアウトしたようだ、渡渉予定の森戸川まで 200-300メートルの距離にいること

は判っていたので少々強引に藪漕ぎして沢に降りた。傾斜の緩い沢を 200メートル程下ると登

山道に出た。後日確認すると分岐点を通り過ごし道迷いエリア内から下降していたようだ。 

二子山での景色は曇天のため遠くまで見渡せなかったが海岸線を横浜の方まで見ることが出

来た。下山は阿部倉山を経由して長柄方面に降りた、帰りも歩いて逗子駅に到着しました。 

 

山行に参加した新規入会の HSさんコメント： 

身近な三浦アルプスでの山行とのことで、手頃なハイキングかと思っていました。しかし途

中から破線もついていないバリエーション道を行くことになり想定とは大きく異なりました。

落ち葉だらけでさらに土砂崩れが起きている箇所では所々足を滑らせるような道で何度か訪れ

たことのある三浦アルプスへの印象がだいぶ変わりました。 

あとから「三浦アルプス」「遭難」で調べると年に数回、遭難が実際に起きているようで驚き

ました。住宅地に近い里山でも下調べの必要性と、１人だった場合に求められる慎重さを改め

て感じた山行でした。ご一緒した方々、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CT ：逗子葉山駅 8:00‐登山道入口(葉山教会下)8:30- 仙元山 8:50‐観音塚 9:50 

- 南尾根分岐 11:10- 森戸川出会 12:20- 13:00 二子山 13:40-阿部倉山

15:40 

会山行 No.2399 

赤点線：実際に歩いたルート 

緑点線：山行計画のルート 


